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…
紋
織
の
機
械
胤
の
給
与
に
関
す
る
法
律
絡
の

-
営
改
蕊
ず
る
法
律
衆
参
照
条
文

国
家
公
務
員
法

(
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
二
十
号
)

(
抄
) 

一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律

(
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
九
十
五
日
す
)

(
抄
) 

一
一
絞
殺
の
職
員
の
勤
務
時
間
、

休
暇
等
に
関
す
る
法
律

〈
一
平
成
六
年
法
律
第
三
十
五
号
)

一
般
綴
の
任
期
付
研
究
員
の
採
用
、

給
与
及
び
勤
務
終
鴻
の
特
例
に
関
す
る
泌
総

〈
一
平
成
年
法
然
第
六
十
蕊
サ
〉
〈
抄
〉

一
般
織
の
任
綴
付
機
関
民
の
採
用
及
び
給
与
の
脇
村
倒
的
に
綴
す
る
法
徐

〈
平
成
十
一
一
年
法
徐
第
百
一
一
十
五
号
)

一
絞
殺
の
磯
良
の
給
与
に
関
す
め
る
法
律
等
の
一
部
を
改
疋
ず
る
法
律

(
平
成
十
七
年
法
律
第
百
十
三
号
)

(
抄
) 

地
方
公
務
員
法

(
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一
号
)

(抄〉 

労
働
基
準
法

(
昭
和
ニ
十
二
年
法
体
第
凶
十
九
は
す
)

(抄〉 

地
方
公
営
企
業
法

〈
抄
) 

(抄〉 

〈
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
九
十
一
一
号
〉 

〈抄〉

震

次� 
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地
方
独
立
行
政
法
人
法

(
平
成
十
五
年
法
律
第
百
十
八
号
) 

抄

地
方
公
営
企
業
等
の
労
働
関
係
に
関
す
る
法
律
(
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
八
十
九
号
)

地
方
公
務
員
災
害
補
償
法
(
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
百
二
十
一
号
)

(
抄
)

公
立
の
義
務
教
育
諸
学
校
等
の
教
育
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法

(
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
七
十
七
号
) 

(
抄
)

国
家
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
(
平
成
三
年
法
律
第
百
九
号
)

(
抄
) 

(
抄
) 
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一
般
織
の
職
鼠
の
給
与
に
践
す
る
法
律
盤
坊
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
参
照
条
文

国
家
公
務
員
法

(
昭
和
二

二
年
法
律
第
百
二
十
号
)

(
抄
)

m
m
i O

(
情
勢
適
応
の
原
則
)

第
二
十
八
条
こ
の
法
作
に
基
い
て
定
め
ら
れ
る
齢
制
μ
号
、
勤
務
時
間
そ
の
他
勤
務
条
件
に
す
る
廿
盤
機
事
演
は
、
闘
会
に
よ
り
社
会
…
帆
胞
の
後
努
に
遜
応

す
る
よ
う
に
、
約
締
こ
れ
会
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
変
東
に
隠
し
で
は
、
人
家
綴
に
お
い
て
こ
れ
合
鈎
命
ず
る
こ
と
令
怠
つ
て
は
な
ら
な
い

②
人
家
附
酬
は
、
後
年
、
少
く
と
も
一
段
、
修
紛
療
が
総
務
マ
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
会
及
。
内
閣
に
問
符
に
総
後
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
総
与

そ
出
拭
ゆ
脱
す
る
務
条
件
の
出
説
化
に
よ
層
、
雌
部
帆
制
緩
に
定
め
る
給
与
会
百
分
の
五
以
上
掛
明
滅
ナ
る
必
援
が
念
じ
た
と
翻
附
め
ら
れ
る
と
き
は
、
人
世
帯
附
慨
は
、
そ

の
淵
報
公
に
あ
わ
せ
て
、
閥
会
及
び
内
総
に
滋
地
対
ム
な
融
制
佼
そ
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い 

GH
A

一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
模
す
る
法
体
〈
昭
和
二
十
五
日
牛
一
法
律
第
九

五
品
守
)

〈
抄
)

〈
人
事
践
の
権
限
)

第
二
条
人
事
競
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
鑓
し
、

次
に
掲
げ
る
権
限
を
有
す
る
。

一

・

二

路

三
綴
員
の
給
与
額
を
研
究
し
て
、
そ
の
滋
当
と
認
め
る
改
定
安
川
出
会
及
び
内
隊
に
問
問
符
に
勧
告
す
る
こ
と
、
こ
の
法
律
の
実
務
及
び
そ
の
爽
僚
の
伸
縮

間
京
に
嗣
関
す
る
す
べ
て
の
事
項
に
つ
い
て
線
変
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
繍
迭
に
議
づ
い
て
湘
偶
数
を
命
ず
る
こ
と
波
ぴ
に
必
製
に
応
じ
、
こ
の
仲
郎
総
の
開
制

約
唱
磁
波
の
た
め
遡
潟
と
認
め
る
勧
伎
を
付
し
て
そ
の
研
究
欄
側
交
の
給
燥
を
悶
会 

ぴ
内
附
搬
に
開
閥
抗
吋
に
綴
佼 

ず
る
こ
と
。 

七

脚

防

相
蹄
混
成
湘
拙
抑
協
和
は
、
一
般
織
の
機
関
の
州
制
緩
隊
機
、
休
機
絡
に
附
附
す
る
法
律
〈
平
成
六
年
法
修
第
一
一
一
十
一
一
一
秒
。
以
下
「
勤
務
時
開
法
」
と
い
う
。
}
綴
十


一
一
一
条
然
…
柑
慌
に
燦
旋
す
る
ぷ
燦
の
勤
務
時
限
〈
以
下
総
に
ご
氏
捌
摘
の
勤
務
時
間
い
と
い
う
。
〉
に
よ
る
激
務
に
仙
到
す
る
報
酬
で
あ
っ
て
、
こ
の
法
品
停
に


だ
め
る
地
帯
品
舶
の
特
別
制
酬
緩
獄
、
初
任
給
制
酬
綾
子
政
語
、
稼
掛
け
ス
タ
ッ
フ
職
調
整
予
端
々
、
狭
地
骨
子
出 

、
拙
地
域
手
当
、
広
域
兵
助
下
潟
、
研
究
員
総
整
で
刑
判
、


後
凶
梢
也
子
批
判
、
滋
齢
期
手
当
、
単
身
赴
任
手
当
、
脇
村
徐
勤
務
で
当
、
特
地
勤
務
手
当
〈
第
十
例
孔
械
の
線
内
止
に
よ
る
手
当
を
合
同
む
。
第
十
九
条
の
ム
ー
に
お
い
て


開
閉
じ
。
〉
、
緩
過
勤
務
手
当
、
休
日
絵
、
夜
数
手
当
、
箔
お
蕊
手
当
、
管
理
職
員
特
別
勤
務
手
当
、
咽
端
末
手
当
、
勤
勉
手
当
及
び
期
末
特
手
当
を
時
聞


い
た
金
綴
と
す
る
。


2

路(
住
居
拍
手
当
)

J

第

十

一

条

の

住

居

手

当

は

、

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
務
当
す
る
職
員
に
支
給
す
る
。

L



一
自
ら
居
住
す
る
た
め
住
宅
(
品
民
間
聞
を
食
む
。
第 

一
号
に
お
い
て

じ
。
}
を
後
り
受
け
、
月
額
…
万
一
一
乎
開
け
必
殺
制
問
え
る
家
賃
(
使
用
料
品
役
会
か
。

以
下
向
じ
。
}
を
交
付
知
っ
て
い
る
磯
魚
〈
殴
家
公
務
員
宿
舎
仲
間
然

一
一
一
条
の
綴
慾
に
よ
る
有
刺
村
山
畑
命
令
焚
与
え
、
れ
、
位
脱
附
刑
制
材
殺
災
払
っ
て
い
る
機
関
関

R
そ
の
他
人
事
院
綴
郊
で
ゆ
広
め
る
帥
綿
糸
令
除
く
。
〉

一
一
滋
綴
戦
闘
の
一
防
衛
に
係
る
俊
樹
市
{
人
犠
仲
畑
綴
則
判
、
絞
め
る
こ
れ
に
輪
場
ず
る
徐
浴
を
め
悶
心
。
)
の
う
や
り
当
絞
機
災
そ
の
総
人
務
院
規
則
で
定
め
る
符

に
よ
っ
て
新
築
さ
れ
、
ヌ
は
蛾
納
入
さ
れ
た
住
宅
で
あ
っ
て
、
域
判
該
部
制
緩
又
は
購
入
の
口
μ

か
ら
鋭
鋒
し
て
五
年
会
緩
巡
し
て
い
な
い
も
の
に
居
住
し
て

い
る
職
闘
闘
で
散
骨
市
中
+
ん
で
あ
る
も
の

一
一
一
第
十
二
条
の
二
第
一
夜
叉
は
第
一
一
一
療
の
規
定
に
よ
り
単
身
赴
任
手
当
を
支
給
さ
れ
る
職
員
で
、
配
偶
者
が
燈
往
す
る
た
め
の
住
宅
(
悶
家
公
務
員

内
納
品
開
法
第
十
三
条
の
規
定
に
よ
る
有
料
宿
舎
そ
の
他
人
事
院
銀
刻
で
定
め
る
住
宅
を
徐
く
。
)
を
借
り
受
け
、
月
額
一
一
β

二
千
円
を
超
え
る
家
賃
を

支
払
っ
て
い
る
も
の
又
は
こ
れ
ら
の
も
の
と
の
権
衡
上
必
要
が
み
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
と
し
て
人
事
院
規
制
問
で
定
め
る
も
の

2

住
居
手
当
の
月
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
織
員
の
区
分
に
応
じ
て
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
(
第
一
号
又
は
第
二
号
に
掲
げ
る
職
員
の
う
ち
第
三

号
に
掲
げ
る
職
員
で
も
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
第
一
号
又
は
第
二
号
に
揚
げ
る
綴
及
び
第
一
一
号
に
掲
げ
る
額
の
合
計
綴
)
と
す
る
。

一
前
項
第
一
号
に
掲
げ
る
級
品
調
次
に
掲
げ
る
職
員
の
区
分
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
絡
げ
る
額
〈
そ
の
側
棋
に
務
内
未
満
の
総
数
を
供
じ
た
と
者

は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
綴
)
に
畑
相
当
す
る
綴

mm

イ
月
額
二
万
三
千
円
以
下
の
駒
郡
銭
安
文
弘
っ
て
い
る
職
員
脚
部
俊
の
だ
緩
か
ら
一
万
二
千
問
点
化
撚
叫
附
し
た
綴

口
刃
額
二
万
一
一
一
千
肉
食
籾
燃
え
る
家
樹
締
役
交
付
知
っ
て
い
る
戦
災
後
後
め
だ
綴
か
ら
二
万
三
千
円
安
機
臨
附
し
た
綴
の
二
分
の
一
〈
そ
の
捜
除
し
た
綴

M
M

の
二
分
の
一
が
一
万
六
千 

令
細
胞
え
る
と
会
は
、
…
万
六
千
円
〉
を
一
万
千 

に
相
川
相
併
し
た
制
制

二
級
綴
第
二
号
に
ぬ
げ
る
職
員
一
一
千
笈
夜
間
H

一
一
一
品
協
議
第
一
一
一
号
に
掲
げ
る
職
長
幾
何
努
の
裁
定
の
例
に
よ
り
算
出
し
た
相
燃
の
二
分
の
一
に
相
当
す
る
鍛
{
そ
の
綴
に
百
円
未
満
の
端
数
を
生
じ
た
と

舎
は
、
こ
れ
を
切
り
捻
て
た
額
) 

J

3

絡(
給
与
の
減
額
)

第
十
五
条
職
員
が
勤
務
し
な
い
と
き
は
、
銭
務
待
問
法
第
十
四
条
に
規
定
す
る
稼
叙
法
に
よ
る
休
日
(
勤
務
臨
時
間
同
法
第
十
五
条
第
二
視
の
規
定
に
よ
事

A
M
W

代
休
日
を
指
定
さ
れ
て
、
当
該
休
お
に
制
問
抗
ツ
緩
ら
れ
た
勤
務
時
間
の
全
郊
殺
品
総
務
し
た
総
長
に
あ
っ
て
は
、
当
該
ル
仲
良
に
代
わ
る
代
休
円
。
以
下
「
祝

持
棋
に
よ
る
休
日
等
」
と
い
う
。
}
又 

齢
制
務
待
問
法
第
十
悶
品
取
に
規
定
す
る
年
中
本
俸
給
の
休
日
(
勤
務
時
総
渋
第
十
双
条
綴
…
疫
の
制
服
定
に
よ
り
代


徐
行
会
榔
制
定
点
れ
て
、
当
該
ル
仲
間
に
耐
倒
的
ソ
絞
ら
れ
た
勤
務
時
閉
の
ふ
品
級
会
総
務
し
た
齢
制
胤
践
に
あ
っ
て
は
、
当
該
休
日
付
に
代
わ
る
代
休
日
。
以
下
こ
裕
次


然
仏
仰
の
休
日
等
い
と
い
う
。
〉
で
あ
る
機
会
、
体
外
酬
明
に
よ
る
機 

そ
の
級
品
、
の
劾
務
し
な
い
こ
と
に
つ
き
脇
村
に
泳
総
の
あ
っ
た
機
会
役
除
昔
、
そ
の
総


務
し
な
い
…
持
関
に
つ
昔
、
第
十
九
条
に
縮
刷
後
ナ
る
馳
制
務
一
時
間
当
た
れ
ソ
の
給
与
綴
・
ゃ
い
減
額
し
て
給
与
を
支
給
す
る
。


〈
却
蛾
端
組
勤
務
手
山
対
〉

mm



第
十
六
灸
ザ
必
殺
の
勤
務
時
間
間
を
超
え
て
勤
務
す
る
こ
と
を
命
ぜ
ら
れ
た
勝
負
に
は
、
烹
須
の
勤
務
時
闘
を
越
え
て
勤
務
し
た
余
時
間
関
に
対
し
て
、
勤
務

一
待
問
問
に
つ
き
、
第
十
九
条
に
規
定
す
る
総
務
一
時
間
当
た
り
の
給
与
額
に
豆
坦
臓
の
議
務
待
問
聞
を
越
え
て
し
た
次
に
掲
げ
る
勤
務
の
区
分
に
応
じ
て
そ

れ
ぞ
れ
百
八
万
の
百
二
十
五
か
ら
百
分
の
否
玄
十
ま
で
の
範
劉
内
で
人
事
院
規
約
で
定
め
る
割
合
〔
そ
の
勤
務
が
午
後
十
時
吋
か
ら
翌
日
の
午
前
五
時
ま
で

の
隠
で
あ
る
場
合
は
、
そ
の
割
合
に
苔
分
の
二
十
五
を
加
算
し
た
割
合
)
を
乗
じ
て
得
た
額
を
超
過
勤
務
手
当
と
し
て
支
払
和
す
る
a
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一
証
明
腕
の
勤
務
時
聞
が
鋭
的
〆
絞
ら
た
日
(
次
条
の
規
定
に
よ
り

相
就
の
齢
制
務

問
中
に
効
務
し
た
職
制
践
に
休
口 

仙
舶
が
中
氏
帆
制
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
釘

な
脇
陣
く
治
次
世
慌
に
お
い
て
関
じ
ぉ
〉
に
お
け
る
勤
務

ニ
紛
品
勺
に
制
問
げ
る
総
務
以
外
の
齢
制
務

2
V

一
件
後
関
綴
帥
吋
閥
勤
務
燃
料
胤
が
、
正
嫡
臓
の
鮎
期
務
時
間
が
剖
削
り
採
ら
れ
た
お
に
お
い
て
、
延
焼
の
効
務
時
開
設
緩
え
で
し
た
総
務
の
う
ち
、
そ
の
勤
務
の

跡
吋
燃
と
そ
の
勤
務
殺
し
た
釘
に
お
け
る
後
綴
の
勤
務
時
間
と
の
人
口
鈴
が
七
時
吋
側
関
制
服
ト
夜
分
に
透
す
る
ま
で
の
閥
の
勤
務
に
対
す
る
前
夜
の
規
定
の
官
邸
削
川

に
つ
い
て
は
、
問
項
巾
・
・
「
蕊
組
酬
の
勤
務
時
間
関
を
越
え
て
し
た
次
に
掲
げ
る
勤
務
の
区
分
に
応
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
百
分
の
百
二
十
五
か
ら
百
分
の
百
五
十
ま

H
A

で
の
能
関
内
で
人
事
院
規
則
で
定
め
る
制
都
合
」
と
あ
る
の
は
、
「
百
分
の 

」
と
す
る
α

(
蜘
期
末
手
当
)

第
十
九
条
の
四
期
末
手
当
は
、
六
月
一
宮
及
び
十
二
月
一
日
(
以
下
こ
の
条
か
ら
第
十
九
条
の
六
ま
で
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
容
を
「
基
準
日
」
と
い
う

)
に
そ
れ
ぞ
れ
在
職
す
る
磯
異
に
対
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
基
準
日
の
属
す
る
見
の
人
事
院
規
則
附
で
定
め
る
日
(
次
条
及
び
第
十
九
条
の
六
に
お
い
て
こ

れ
ら
の
日
を
「
支
給
日
」
と
い
う
。
)
に
支
払
和
す
る
。
こ
れ
ら
の
蕊
準
湾
総
今
銭
月
以
内
に
退
職
し
、
殺
し
く
は
ほ
出
家
公
務
員
法
第
一
二
十
八
条
第
…
号

q

v

に
該
当
し
て
同
法
第
七
十
六
条
の
燦
定
に
よ
れ
ソ
ル
問
機
し
、
又
は
死
亡
し
た
織
災
(
第
二
十 

…
条
第
七
四
恨
の
制
既
定
の
議
開
制
令
受
け
る
機
関
胤
及
び
人
事
院
側
細

川
測
で
定
め
る
帥
職
員
を
除
く 

に
つ
い
て
も
、
問
機
と
す
る
。

ra

2

備
期
末
ヰ
ナ
浅
の
側
酬
は
、
刻
家
手
務
総
撤
職
制
械
に
、
六
月
に
支
給
す
る
機
合
に
お
い
て
は
滋
分
の
衡
問
問
ふ 

、
十
二
月
に
交
織
す
る
機
会
に
お
い
て
は 

八げの

夜
中
ハ
十
な
粂
じ
て
得
た
綴
〈
血
行
政
機
的
持
帆
恥
哨
棋
士
〉
の
灘
間
川
俊
受
け
る
級
制
臓
で
そ
の
総
務
の
制
服
が
令
制
服
以
上
で
あ
る
も
の
滋
び
に
問
削
淡
及
ぴ
柑
畑
山
此
機
体
仙
胸

中
総
以
外
の 
ρ
官
僚
紛
淡
の
滋
閥
会
受
け
る
機
災
で
そ
の
職
務
の
後
線
、
凶
緩
及
び
災
絞
の
出
品
等
が
こ
れ
に
粉
刑
判
ず
る
も
の
〈
こ
れ
ら
の
戦
災
の
う
ち
、
人

権 

絞
殺
削
鮒
で
定
め
る
職
悶
到
な
除
く
。
然
ト
九
条
の
七
に
お
い
て
「
特
定
管
渡
航
棚
口
只
」
と
い
う
。
}
に
あ
っ
て
は
六
月
に
支
給
す
る
湯
合
に
お
い
て
は
百

m

分
の
首
相
一
十
、
十
二
月
に
支
給
す
る
場
合
に
お
い
て
は
百
分
の
百
四
十
を
器
用
じ
て
得
た
領
、
指
定
職
俸
給
畿
の
適
用
を
受
け
る
議
員
に
あ
っ
て
は
六
月


に
交
仙
加
す
る
場
合
に
お
い
て
は
百
分
の
七
十
五
、
十
二
月
に
支
給
す
る
場
合
に
お
い
て
は
百
分
の
九
十
を
乗
じ
て
得
た
綴
)
に
、
基
準
日
以
前
六
箇
月


以
内
の
期
間
間
に
お
け
る
そ
の
者
の
在
絞
努
僚
の
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。


-

六

箇

月

百

分

の

百


二
五
位
同
月
以
上
六
箇
月
未
満
百
分
の
八
十


一
ニ
三
鐙
月
以
ヒ
五
箇
月
未
満 

分
の
六
十


辺
一
一
年
鎗 

未
満
百
分
の
一
一
年
十


3

一
得
任
期
加
職
員
に
対
ナ
る
前
時
的
明
の
綴
市
民
の
鴻
組
問 

に
つ
い
て
は
、
問
緩
や
ご
刻
分
の
一
級
制
時
十
い
と
あ
る
の
は
ご
約
分
の
七
十
次
い
と
、
ニ
際
分
の
百
六
十


」
と
あ
る
の
は
ご
際
分
の
八
十
五
い
と
、
二
務
分
の
篠
山
一
心
1

い
と
あ
る
の
は
ご
続
分
の
六
十
添
い
と
、
コ
闘
分
の
七
十
川
ふ
い
と
あ
る
の
は
「
ぼ
分
の 

問


ナ
い
と
、
ご
泊
分
の
九
十
い
と
あ
る
の
は
コ
お
分
の
小
島
十
い
と
す
る
。


4
1
5

務


(
鈴
勉
学
当
〉


g

J

第
十
九
条
の
七
勤
勉
学
当
は
、
六
月
一
日
及
び
十
二
月
一
日
{
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
日
を
「
基
準
日
」
と
い
う
。
)
に
そ
れ
ぞ
れ
在
職
す

る
務
員
に
対
し
、
そ
の
者
の
基
準
日
以
ヰ
測
に
お
け
る
直
近
の
人
事
評
価
の
結
采
及
び
基
準
日
以
前
六
箇
月
以
内
の
期
聞
に
お
け
る
勤
務
の
状
況
に
応
じ

て
、
そ
れ
ぞ
れ
基
準
日
の
属
す
る
月
の
人
事
務
規
で
定
め
る
日
に
支
給
す
る
。
こ
れ
ら
の
基
準
信
前
一
箇
月
以
内
に
返
殺
し
、
若
し
く
は
国
家
公
務

l

H

W
M

m

令
d



民
法
第
三
十
八
条
第
一
殺
に
絞
当
し
℃
同
法
第
七
十
六
品
械
の
相
腕
窓
に
よ
り
失
織
し
、

〈
は
死
亡
し
た
織
脳
同
〈
人
察
隊
舗
網

で
ゆ
沈
め
る
機
関
胤
令
除
く
。
)

に
つ
い
て
も
、
附
時
怖
と
す
る
。

2
机
紺
仙
相
手
当
の
制
酬
は
、
融
制
総
務
滋
一
議
機
献
酬
に
、
車
官
庁 

炎
又
は
そ
の
後
任
命
受
け
た
品
鳴
が
人
務
総
制
織
で
ゆ
此
め
る
総
務
に
絞
っ
て
慾
め
る
剣
合
ゃ
い
琳

て
欄
仰
た
鮒
酬
と
す
る
の
こ
の
機
会
に
お
い
て
、
各
ん
汀
の
開
対 

〈
は
そ
の
後
絞
殺
受
け
た
品
鴨
川
炉
支
偽
称
す
る
綴
勉
学
当
の
酬
酬
の
、
そ
の
品
唱
に
所
織
す
る
次
の
お
サ

ロ
指
定
職
俸
給
変
の
滋
制
m
を
受
け
る
織
同
閥
均
一
絞
殺
気
の
齢
制
勉
学
当
甘
綿
織
側
酬
に
お
分
の
八
十
双
念
品
来
じ
て
朝
時
た
側
酬
の
総
綴

に
掲
げ
る
職
問
胤
の
際
分
ご
と
の
総
額
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
時
欽
各
分
に
掲
げ
る
額
会
総
え
て
は
な
余
り
な
い
。

O
一
前
項
の
職
員
の
う
ち
蒜
径
回
出
織
員
以
外
の
職
員
次
に
掲
げ
る
級
長
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
額

イ
ロ
に
掲
げ
る
磯
良
以
外
の
職
員
当
該
職
員
の
勤
勉
手
当
基
礎
額
に
当
該
職
員
が
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
基
準
日
現
在
(
退
離
職
し
、
若
し
く
は
失
職
し

又
は
死
亡
し
た
駿
員
に
あ
っ
て
は
、
退
職
し
、
若
し
く
は
失
職
し
、
又
は
死
亡
し
た 
5
現
在
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
)
に
お
い
て
受
け
る
べ

き
扶
養
手
当
の
月
額
並
び
に
こ
れ
に
対
す
る
輸
相
成
手
当
、
広
域
異
動
手
当
及
び
研
究
員
総
察
手
当
の
月
額
の
合
計
額
を
淑
惜
押
し
た
額
に
百
分
の
七

十
五
(
特
定
管
理
}
磯
時
間
に
あ
っ
て
は
、
バ
臼
分
の
九
十
ぶ
〉
を
器
用
じ
て
得
た
額
の
総
綴

二
前
後
の
融
制
践
の
う
ち
滅
後
問
問
機
関
閥
次
に
掲
げ
る
激
闘
践
の
ぷ
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
緩
め
る
州
制

イ
口
に
絡
げ
る
機
関
料
以
外
の
戦
災
出
品
輸
附
職
階
闘
の
綴
勉
学
時
対
甘
縮
機
蹴
酬
に
、
六
月
に
支
給
す
る
機
ム
口
に
お
い
て
は
お
分
の
こ
十
ぷ
〈
特
定
管
制
刷
機
鼠

に
あ
っ
て
は
、
節
分
の
期
間
十
双
〕
、
十
二
月
に
支
給
マ
る
機
合
に
お
い
て
は
い
自
分
の
間
四
十
(
終
定
管
現
職
員
に
あ
っ
て
は
、
省
分
の
夜
十
)
を
乗

じ
て
得
た
制
酬
の
総
綴

ロ
指
定
職
俸
給
ふ
撲
の
逮
郊
を
受
け
る
職
員
当
該
職
員
の
勤
勉
手
当
基
礎
額
に
百
分
の
朗
自
十
五
を
乗
じ
て
得
た
額
の
総
額

3
1
5

路

(
非
常
勤
職
員
の
給
与
)

第
二
十
二
条
委
員
、
瀕
間
同
若
し
く
は
参
与
の
職
に
あ
る
者
又
は
人
事
院
の
制
制
定
す
る
こ
れ
ら
に
輪
車
ず
る
織
に
あ
る
者
で
、
常
獄
後
爾
慨
し
な
い
織
田
岡
(
潟

X mw
V

任
制
加
短
時
間
勤
務
織
口
調
を
徐
く
。
次
攻
に
お
い
て
関
じ
。
)
に
つ
い
て
は
、
勤
務
一 

に
つ
念
、
三
万
五
千
三
符
門
(
そ
の
綴
に
よ
れ
ソ
緩
い
特
別
の
議
偶


然
が
あ
る
も
の
と
し
て
人
家
統
制
服
郊
で
定
め
る
場
ん
間
に
あ
っ
て
は
、
十
万 
門
〉
念
総
え
な
い
材
料
開
問
内
に
お
い
て
、
成
官
庁
の
授
が
人
療
協
の
泳
総
合
終
て


み
浅
か
ω

災
体
蜘
サ
る
こ
と
が
マ
会
る
。


2

・
3

働
時 

一
般
職
の
職
員
の
勤
務
時
問
、

休
暇
等
に
関
す
る
法
律

(
平
成
六
年
法
律
第
三
十
三
号
)

(
抄
)

m

(
一
遜
僚
の
勤
務
時
間
〉

u

(
通
常
の
勤
務
場
所
そ
離
れ
て
齢
期
務
す
る
職
員
の
勤
務
待
問
〉

V

相
指
ト
条
第
六
条
第
二
項
務
し
く
は
第
ご
項
、
第
七
条 

は
第
八
九
蹴
の
綴
定
に
よ
り
効
務
時
間
判
が
判
例
り
採
ら
れ
た
日
〈
第
十
ヌ
品
川
第
一
哨
慣
に
お
い
て
「
劾

淡
路
繁
い
と
い
う
。
)
に
滋
散
の
勤
務
槻
櫛
所
令
縦
れ
る
悦
別
総
併
の
う
あ
紛
修
そ
の
他
の
勤
務
す
る
締
約
機
が
慾
め
ら
れ
る
効
務
マ
人
務
帥
制
緩
…
で
慾
め
る

も
の
'
そ
ん
叩
ぜ
ら
れ
た
機
関
践
に
つ
い
て
は
、
批
判
後
勤
務
ゃ
い
命
ぜ
ら
れ
た
縛
闘
を
こ
れ
ら
の
綴
だ
に
よ
号
制
剤 
9
彼
ら
れ
た
勤
務
時
燃
と
み
な
す
。

mHν

4 -



耐
附 

2

{
休
日
の
代
ル
仲
間

相
瀞
ム
ナ
苫
胤
糸
各
刷
脅 

官
庁
の
授
は
、
機
燃
に
後
口
料
法
に
よ
る
休
司
H

N

務
問
柑
一
吋
に
割
れ
ソ
絞
ら
れ
た
勤
務
時
間
の
全
部
〈
次
補
慣
に
お
い
て
「
体 

の
全
勤
務
時
間
同
」
と
い
う 

u
H

e

)

又
は
体
小
中
本
和 
γ
仏
聞
の
休
日
{
以
下
こ
の
援
に
お
い
て
吋
休
日
ど
と
総
称
す
る
。
)
で
る
る
勤

に
つ
い
て
特
に
勤
務
す
る
こ
と
を
命
じ
た
場
合

に
は
、
人
事
世
腕
組
描
財
閥
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
号
、
当
該
休
日
前
に
、
当
該
休
日
に
代
わ
る
日
(
次
項
に
お
い
て
「
代
休
口
ど
と
い
う
。
)
と
し
て
、
当

2
該
休
日
後
の
勤
務 
S
等
(
休
日
を
除
く
。
)
を
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

O 

一
般
織
の
校
期
付
研
兜
践
の
採
用
、

給
与
及
。
勤
務
時
間
の
特
例
に
関
す
る
法
律

(
平
成
九
年
法
律
第
六
十
王
号
)

(弘主

{
給
与
に
泌
す
る
特
例
〉

第
六
条
第
一
号
任
期
端
付
研
究
員
に
は
、

次 
mw
俸
給
表
を
適
用
す
る
。

告。0，461

話24，0003 

000 1，71

自� 812，000 

2
1
5

略

(
給
与
法
の
適
用
徐
外
雄
一
之

第
七
条
給
与
法
第
六
条
、
第
八
条
、
第
十
条
か
ら
第
十
一
条
の
三
支
マ
、
鯵
今
一
条
の
十
及
び
然
小
九
条
の
七
の
線
建
叫
跡
、

第
一
分
任
期
付
蹴
明
党
蹴
閥
抗
以

ぴ
第
二
分
任
期
付
就
明
党
問
料
に
は
、
巡 
mm
し
な
い
。

第
一
分
晶
体
制
潮
叫
門
部
明
蜘
九
麟
関
及
び
第
二
号
後
糊
用
品
持
続
出
九
悶
悶
に
対
す
る
紛
い
や
法
第
…
叩
一
条
第
…
哨
明
、
幾 

剤
、
第
十
…
必
然
の
九
繁
一
一
機
、
第
十
九
条
の
一
一
一
繁
一

E
J
U
A

m
w
m

t


T


機
、
第
十
九
条 

第
二
項
、
物
別
一
一
小
説
湘
及
び
第
二
十
一
条
耐
用
…
叫
恨
の
縮
刷
定
の
議
胤
に
つ
い
て
は
、
給
与
法
第
一
二
条
第
一
夜
中
ご
い
の
法
律
」
と
み
る

の
は
ご
」
の
法
律
及
び
一
般
職
の
任
期
付
研
究
員
の
採
加
、
給
与
及
び
動
期
務
時
間
の
特
例
に
潔
す
る
法
律
〈
以
下
「
任
務
付
研
究
員
法
」
と
い
う
。
)

第
六
条
の
規
定
」
と
、
給
与
法
第
七
条
中
ご
」
の
法
律
」
と
あ
る
の
は
「
こ
の
法
律
及
び
佳
雨
期
待
研
究
員
法
第
六
条
の
規
定
」
と
、
給
与
法
第
十
一
条

の
九
第
一
項
中
「
凝
る
。
)
」
と
あ
る
の
は
「
懸
る
。
)
並
び
に
任
端
端
付
研
究
員
法
第
二
一
条
第
一
療
の
規
定
に
よ
り
任
雨
期
を
定
め
て
採
用
さ
れ
た
磯
田
氏

」
と
、
給
与
法
第
十
九
条
の
一
一
-
第
一
-
検
出 

「
以
下
「
符
理
職
員
等
」
い
と
あ
る
の
は
二
仕
掛
別
件
付
務
究
員
法
第
一
二
条
第
一
一
後
械
部
一
分
の
規
笈
に
よ
り
俊
樹
加

&
定
め
て
係
用
さ
れ
た
磯
良
を
含
む
。
以
下
吋
管
制
耽
糊
棚
悶
斜
線
い
」
と
、
給
与
総
第
十
九
灸
の
削
悶
第
一
一
緩
や
ご
閃
分
の
隊
約
十
、
い
と
あ
る
の
は
ご
の
八
げ

の
好
火
十
、
い
在
、
で
滋
八
万
の
街
中
ハ
ム 

い
と
あ
る
の
は
コ
閃
分
の
夜
八
十
い
と
、
給
与
仲
間
第
一
一
十
品
剤
取
「
綴
ム
ハ
条
い
と
'
あ
る
の
は
吋
任
期
付
務
究
開
問
品
部

第
六
条
い
と
、
給
与
持
部
第
二
十
一
品
川
第
一
淡
吋
こ
の
法
律
」
と
あ
る
の
は
ご
い
の
法
律
及
び
絞
期
付
研
究
貝
法
第
六
条
い
と
す
る
。

〈
職
員
の
裁
盆
に
よ
る
勤
務
)

M
}

俸給月額

円� 

1 399，000 

2 


610，0004 

5 




第
八 
A
m

-
B
b
V

糟 i給 制緩  

各
府
澗 

官
庁
の
慨
獄
〈
一
般
鵬
輔
の
撒
欄
胤
闘
の
紛
務
時
間
、
体
制
蹴
絡
に
側
関
小
ヲ
ザ
分
持
偶
然
〈
平
成
六

N

持
偶
然
然
一
一
一
十
一
一
…
診
。
以
下
ご
紛
務
総
」
と
い
う
。

M
V

〉
然
記
…
糸
に
燦
燦
ず
る
谷
被
各
庁
の
閥
抗
及
び
そ
の
委
任
後
焚
け
た
級
会
い
う
。
以
下
関
じ
。
〉
同
川
、
細
部
…
冷
任
期
付
研
究
員
の
綴
紘
併
に
つ
泳
、
そ
の
職

務
の
後
策
上
時
間
配
分
の
ぬ
仇
帯
地
そ
の
品
協
の
職
務
遂
行
の
方
法
会
大
…
絡
に
当
該
第
…
品
勺
任
期
付
研
究
員
の
裁
盤
に
ゆ
だ
ね
る
こ
と
が
送
後
第
“
号
任
期
付

研
究
員
に
係
る
研
究
情
刑
務
の
総
務
約
な
遂
行
の
た
め
必
雨
別
で
あ
る
と
認
め
る
場
合
に
は
、
当
時
務
第
一
号
任
期
付
研
究
員
を
、
人
事
務
相
就
郊
の
定
め
る
と

E こ
ろ
に
よ
り
、
勤
務
持
際
法
の
規
定
に
よ
る
勤
務
時
間
の
欝
緩
容
を
行
わ
な
い
で
、
そ
の
職
務
に
従
事
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て

、
当
該
第
一
号
任
期
付
研
究
員
は
、
人
事
鋭
規
則
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
勤
務
の
状
況
に
つ
い
て
各
省
各
庁
の
長
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら

。、


手
， 

O 

2

前
項
の
場
合
に
お
け
る
第
一
号
任
期
付
研
究
員
に
つ
い
て
は
、
月
緩
畏
か
ら
金
曜
日
ま
で
の
五
日
付
間
関
に
お
い
て
、
人
事
院
規
郊
で
定
め
る
待
問
機
に

つ
い
て
勤
務
時
間
法
第
六
条
第
-
一
博
恨
の
規
定
に
よ
り
一 

に
つ
き
七
持
続
凶
卜
五
分
の
勤
務
時
間
後
綴
ち
絞
ら
れ
た
も
の
と
み
な
し
、
附
間
開
問
の
祝
日
に

削
捌
ず
る
法
律
〈
昭
和
二
十
一
一
…
匁
除
問
惨
第
一
約
七
十
八
秒
}
に
双
終
十
る
ル
仲
間
そ
の
他
の
人
前
世
隊
綿
綿
織
マ
定
め
る
臼
令
除
島
位
、
期
制
緩
勤
務
総
そ
勤
務
し
た

も
の
と
み
な
ナ
。

3

肺
附 

一

般

織

の

能

嬢

村

職

員

の

楳

用

及

び

斡

与

の

特

拐

に

関

す

る

法

律

〈

平

成

十

二

年

法

律

第

百

二

十

五

三

〈
給
与
に
関
す
る
特
例
)

第
七
条
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
哲
任
期
を
定
め
て
採
用
さ
れ
た
磯
良
(
以
下
「
特
定
任
期
品
約
機
長
」

と
い
う
。
)
に
は
、

E
H

次
の
俸
給
表
を
遜
刻
す
る 

2
1
5

路

(
給
与
法
の
適
用
除
外
等
)

第
八
条
給
与
法
第
六
条
、
第
八
条
、
第

条
か
ら
第
十
一
条
の
二
ま
で
、
第
十
…
条
の
卜
及
び
第
十

条
の
七
の
規
定
は
、

特
定
後

総
長
に
は
、

遊
間
加
し
な
い
。

2
特
定
付
広
瀬
付
職
員
に
対
守
る
総
』
妙
法
第
三
条
第
…
税
、
第
七
条
、
然
…
品
別
の
ず
品
、
第
十
一
条
の
第
一
攻
、
第
十
九
条
の
ご
綴
…
綴
、
綴
九
条

の
制
開
銀
二
機
、
第
二
十 
A
m
u
A

A
m

び
第
二
十
… 

第
竺
般
の
燦
慾
の
滋
郊
に
つ
い
て
は
、
給
与
法
簿
一
一
一
条
簿
一
緩
や
ご
い
の
法
品
開
」
と
あ
る
の
は
ご
〕
の
法

徐
淡
び
一
般
織
の
任
期
付
機
災
の
線
放
ぴ
給
与
の
特
例
に
隠
す
る
絵
像
〈
以
下
ぺ
任
期
付
機
関
胤
法
」
と
い
う
α

〕
第
七
品
川
の
綴
定
」
と
、
給
与
仲
間
第

月 

1 376，000 

2 426，000 

3 479，000 

4 545，000 

5 622，000 

6 728，000 

7 852，告告註

〈
抄
)

6 




O

mm 七

条
市
甲
ご
」
の
級
品
悌
〕
と
あ
る
の
は
ご
」
の
仲
間
徐
及
び
絞
綴
品
行
機
関
蹴
ル
偶
然
七
条
の
規
定
」
と
、
輸
和 
μ

平
泳
第
十
一
品
加
の
五
一
耐
震
ぷ
制
定
機
絞
殺
増
税
」
と
あ
る

の
は
「
蜘
制
定
機
俸
給
増
減
又
は
後
備
期
叫
行
機
悶
悶
仲
間
第
七
条
第
一
壌
の
俸
給
淡
」
と
、
給
与
法
第
十
一
粂
の
丸
第
一
夜
中
ぷ
制
定
戦
俸
給
表
」
と
あ
る
の
は
「

綴
定
機
俸
給
表
又
は
俊
樹
潮
叫
対
戦
災
訟
第
七
条
第
一
墳
の
俸
給
畿
」
と
、
給
与
法
第
十
九
条
の 

一
第
一
項
中
刊
以
下
「
符
緩
榊
抽
出
民
感
ゴ
」
と
あ
る
の
は
「

伝
奴
付
職
員
法
第
七
条
第
一
世
世
の
俸
給
表
の
適
用
を
受
け
る
綾
田
只
を
含
む
。
以
下
「
管
理
機
長
等
」
」
と
、
給
与
法
第
十
九
条
の
鐙
第
二
項
中
「
百
分

の
苔
四
十
、
」
と
あ
る
の
は
「
苔
分
の
苔
六
十
、
」
と
、
「
一
色
分
の
百
六
十
」
と
あ
る
の
は
「
百
分
の
百
八
十
」
と
、
給
与
法
第
二
十
条
中
「
第
六
条

」
と
あ
る
の
は
「
任
鶏
付
議
員
法
第
七
条
」
と
、
給
与
法
第
二
一
条
第
一
項
中
「
こ
の
法
律
」
と
あ
る
の
は
ご
」
の
法
律
及
び
任
制
用
品
村
職
員
法
第
七

条
」
と
す
る
。

J

一
般
職
の
職
員
の
絵
与
に
寵
す
る
法
律
等
の
一
部
俊
改
正
す
る
捻
律

帆
附
則

〈
地
伊
仙
仰
の
切
燃
え
に
伴
う
村
総
滋
蹴
間
後
〉

〈
平
成
ム
ー 

和
小
法
徐
第
百
十
一
一
一
品
ザ
〉

'
J
M

〈鮎伊〉

。
6

機
関
闘
の
給
与
、
勤
務
時
間
そ
の
陥
慌
の
総
務
条
件
は
、
炎
削
判
明
、
慾
め
る
。

〈
公
務
災
後
機
後
〉

総

a

第
十
一
条
切
蛸
骨
肉
の
初
日
か
ら
出
引
き
続
き
附
一
の
俸
給
畿
の
滋
厳
令
受
け
る
機
員
で
、
そ
の
者
の
受
る
俸
給 
月
額
が
同
日
に
お
い
て
受
け
て
い
た
停

給
月
額
に
逮
し
な
い
こ
と
と
な
る
務
員
〈
人
事
院
規
制
問
で
定
め
る
務
員
を
徐
く
。
)
に
は
、
俸
給
月
額
の
ほ
か
、
そ
の
差
額
に
担
当
す
る
輯
棋
を
僚
給
と

し
て
支
給
す
る
。

2
切
替
日
の
前
日
か
ら
引
き
絞
き
俸
給
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
(
議
項
に
規
定
す
る
職
員
を
除
く
。
)
に
つ
い
て
、
問
項
の
規
定
に
よ
る
俸
給
を
支

給
さ
れ
る
職
員
と
の
権
衡
上
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
当
該
綴
員
に
は
、
人
事
院
揖
棋
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
間
阿
南
恨
の
制
規
定
に
準
じ

て
、
俸
給
を
支
給
す
る

3

制
抑
梓
骨
日
以
降
に
新
た
に
俸
給
公
の
浴
用
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
線
開
終
に
つ
い
て
、

協
和
さ
れ
る
機
関
同
と
の
機
僻
棚
上
必
獲
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
殺
は
、
胤
対
物
削
機
棚
悶
胤
に
は
、

人
本
隊
側
税
制
閣
の
緩
め
る 

こ
ろ
に
よ
り
、
約
一
一
明
慌
の
綴
怒
に
糊
中

じ
て
、
俸
給
札
化
交
紛
ナ
ザ
令
。

地
方
公
務
民
法
〈
総
和
二
十
五
年
法
体
第
二
首
六
十
聞
き

{
杭
廿
〉

(
給
与
、
勤
務
時
間
そ
の
他
の
勤
務
条
件
の
根
本
基
準
)


第

二

十

回

条

路


2
1
4

絡


5
務
長
の
勤
務
時
間
そ
の
約
機
長
の
給
与
以
外
の
勤
務
条
件
を
定
め
る
に
滋
つ
て
は
、


い
よ
う
に
遊
山
滑
な
考
爆
が
払
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

任
期
の
務
然
然
、
そ
考
慮
し
て
前
二
博
明
の
綴
震
に
よ
る
俸
給
を
文

聞
及
び
他
の
滋
方
公
共
倒
体
の
職
員
事
ど
の

に
後
衡
を
炎
し
な

五
条
戦
闘
闘
が
公
務
に
間
制
約
ツ
死
亡
し
、

品
川
防
備
し
、

新
し
く
は
疾
綴
に
、
か
か
り
、

若
し
く
は
公
務
に
腐
る
負
傷
若
し
く
は
疾
病
に
よ
れ
ソ
死
℃
し
、

k H

寺普



し
く
は
障
害
の
状
態
と
な
り
、
又
は
船
員
で
あ
る
綴
良
が
公
務
に
滋
号
一
行
中
刀
不
明
と
な
っ
た
場
合
に
お
い
て
そ
の
有 

は
そ
の
者
の
慾
族
殺
し
く
は
被

扶
幾
者
が
こ
れ
ら
の
原
因
に
よ
っ
て
受
け
る
探
察
は
、
補
償
お
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2

前
市
引
の
綴
定
に
よ
る
綴
時
協
の
迅
速
か
つ
公
家
な
災
総
合
後
保
ナ
る
た
め
必
謝
料
な
繍
蜘
闘
に
附
附
す
る
縦
波
が
柳
内
線
浅
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

C 
く
命
令
の
規
建
は
、
機
震
に
剛
附
し
て
適
閑
m
し
必
い
。
た
だ
し
、
労
働
基
準
法
第
百
二
条
の
規
定
、
労
働
市
文
余
徳
便
法
第
九
十
二
品
加
の
綴
定
、
船
員
法
第

w
門
的
山
の
総
体
仲
の
官
級
開
m
除
外
線
}

3

1

4

{

絡〉

A
m
-
m

第

夜

十

八

条

絡

2

略 

3

労
働
基
準
法
第
二
条
、
第
十
四
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
二
卜
間
四
条
第
一
項
、
第
三
卜
二
条
の 

一
か
ら
第
三
十
二
条
の
よ
ー
ま
で
、
第
三
十
七
条
第

三
項
、
第
三
十
八
条
の
二
第
-
一
項
及
び
第
一
ニ
袋
、
第
三
子
八
条
の
一
一
一
、
第
三
十
八
条
の
四
、
第
三
十
九
条
第
六
攻
、
第
七
十
五
条
か
ら
第
九
十
一
一
一
条
ま

で
波
び
に
哨
即
断
一
一
条
の
幾
定
、
労
働
山
友
会
保
概
念
持
邸
機
九
ト
二
条
の
規
定
、
然
災
時
制
〈
昭
和
二
十
二
年
級
品
悌
然
資 

第
六
条
冷
酷
カ
臨
機
性
縮
幣
法
第
二
条
に

V

際
ナ
る
畑
附
八
刀
、
第
一
一
…
十
品
開
、
蜘
斜
…
一
…
十
七
条
州
市
齢
制
維
明
批
判
飾
付
に
関
す
る
総
分
、
然
添
十
一
一
一
条
筋
一
一
数
、
然
八
十
九
条
か
ら
然
防
条
ま
で
、
耐
斜
お
二
品
川
及
び
枇

悶
八 

勤
務
条
件
に
州
問
中
9

ゐ
部
分
の
綴
波
数
刊
げ
に
飢
縮
問
問
災
犠
防
除
却
情
織
の
係
地
問
に
附
闘
す
る
枕
臨
時
神
第
六
十
一
一
条
の
規
定
党
び
に
こ
れ
ら
の
規
定
に
基
づ

一
二
十
七
条
及
び
第
百
八
条
中
勤
務
条
件
に
関
す
る
部
分
の
規
定
並
び
に
絵
員
災
害
附
抑
止
活
動
の
促
進
に
南
部
す
る
法
律
第
六
十
二
条
の
相
既
定
並
び
に
こ
れ

ら
の
規
定
に
基
づ
く
命
令
の
規
定
は
、
地
方
公
共
図
体
の
行
う
労
働
基
準
法
務
表
第
一
第
一
号
か
ら
第
十
号
ま
で
及
び
第
十
三
号
か
ら
第
十
五
号
ま
で

に
掲
げ
る
事
業
に
従
事
す
る
織
員
に
、
日
開
法
第
七
子
五
条
か
ら
第
八
十
八
条
ま
で
及
び
船
員
法
第
八
十
九
条
か
ら
第
九
十
六
条
ま
で
の
幾
定
は
、
地
定

公
務
員
災
害
補
償
絵
(
総
和
四
ト
町
一
年
法
徐
第
否
一
一
ト
一
号
〉
第
一
一
条
第
一
部
慣
に
総
定
す
る
者
以
外
の
級
以
掠
に
関
し
て
は
滋
閉
山
す
る
。

4
撤
糊
幽
同
に
関
し
て
は
、
労
働
滋
準
法
第
一
一
一
十
二
品
加
の
こ
然
一
級
中
「
後
間
用
品
鳴
凶
川
、
即
時
絞
務
総
務
に
、
島
知
地
慨
お
の
過
半
数
で
総
級
品
ヲ
る
桝
知
数
級
品
ぽ
が
あ
る

場
合
に
お
い
て
は
そ
の
労
徽
級
会
、
労
働
殺
の
滋
品
十
数
で
級
織
寸
る
労
働
級
会
が
な
い
蝋
朝
合
に
お
い
て
は
労
働
殺
の
過
半
数
殺
代
畿
十
る
殺
と
の
後
一
闘

に
よ
る
協
慾
に
よ
り
、 

〈
は
い
と
あ
る
の
は
ニ
後
期
刑
務
は
、
い
と
、
問
問
法
第
三
ト
問
問
条
第
‘
一
項
た
だ
し
霧
中 

「
当
殺
事
業
務
に
、
労
品
期
点
棋
の
過
半
数
で

制
組
織
す
る
労
働
組
合
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
そ
の
労
働
組
合
、
労
働
者
の
滋
半
数
で
組
織
す
る
労
働
総
合
が
な
い
場
合
に
お
い
て
は
労
働
者
の
過
半

数
を
代
表
す
る
者
と
の
会
泌
に
よ
る
協
定
が
あ
る
と
き
は
」
と
あ
る
の
は
「
条
例
に
特
別
の
定
め
が
あ
る
湯
合
は
」
と
、
国
内
法
第
三
十
九
条
第
四
項
中

「
当
該
事
業
場
に
、
労
働
者
の
過
半
数
で
組
織
す
る
労
働
組
合
が
あ
る
と
き
は
そ
の
労
働
組
合
、
労
縁
者
の
過
半
数
で
組
織
す
る
労
縁
組
合
が
な
い
と


き
は
労
働
者
の
過
半
数
を
代
表
す
る
者
と
の
委
滋
に
よ
る
協
定
に
よ
事
、
次
に
田
向
げ
る
事
項
を
定
め
た
場
合
に
お
い
て
、
第
一
号
に
田
掲
げ
る
労
働
者
の


総
湖
に
属
す
る
労
働
者
が
有
給
体
椴
役
時
闘
な
挙
後
と
し
て
務
求
し
た
と
き
は
、
約
三
市
引
の
規
定
に
よ
る
夜
鎗
徐
酬
明
の
日
数
の
う
ら
第
二
分
に
州
側
げ
る


総
数
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
別
対
柑
織
的
協
慾
で
緩
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
い
と
あ
る
の
は
二
旬
以
慨
恨
の
綴
慾
に
か
か
わ
が
ず
、
帆
村
に


必
削
減
が
あ
る
と
緩
め
ら
れ
る
と
殺
は
、
」
と
す
る
。


5

賂
労
働
基
準
法
(

宇
和
二
十
二
年
法
律
第
密

九
号
) 

(
抄
)

T

e

RZ
X

m 

… 8-



2
3

A

設
が
な
い
と
き
は
労
徽
務
の
過
半
数
ゃ
い
代
淡
す
る
お
と
の
愛
媛
に
よ
る
協
定
に
よ
り
，
、
嶋
蹄
…
市
明
た
だ
し
嘗
の
燦
ゆ
止
に
よ
号
制
問
糊
噌
祭
金
を
支
払
う
べ
き
労

〈
契
約
期
開
等
)

第

十

四

条

畷

2
淳
生
労
働
大
臣
叫
弘
、
綴
関
の
定
め
の
あ
る
労
働
契
約
の
締
結
時
及
び
当
該
労
働
契
約
の
期
闘
の
渦 

時
に
お
い
て
労
後
者
と
使
用
者
と
の
闘
に
紛
争

が
生
ず
る
こ
と
を
米
然
に
仲
間
取
す
る
た
め
、
後
間
用
者
が
議
ず
べ
き
労
働
契
約
の
蜘
期
総
の
満
了
に
係
る
漁
何
測
に
関
す
る
術
学
攻
そ
の
他
必
擦
な
泰
博
慌
に
つ

い
て
の
系
鍛
安
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

3

行
飲
食
肉
け
は
、
輸
削
倒
慌
の
総
務
に
隠
し
、
糊
期
附
附
の
ゆ
泌
め
の
あ
る
労
働
契
約
を
締
絡
や
る
拘
税
関 

殺
に
対
し
、
必
擦
な
叫
制
設
及
び
総
務
念
行
う
と
と
が
で
き

妙心。〈
時
間
外
、
休
日
及
び
描
出
世
慌
の
欝
増
資
金
〉

第
三
十
七
条
使
用
品
告
が
、
第
三
十
一
一
一
条
又
は
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
労
磁
待
僚
を
延
長
し
、
又
は
休
日
に
労
織
さ
せ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
そ

m

f

の
待
問
問
又
は
そ
の
認
の
労
働
に
つ
い
て
は
、
通
常
の
労
働
時
間
又
は
労
働
日
の
賃
金
の
計
算
額
の
二
割
五
分
以
上
五
銭
以
下
の
範
囲
内
で
そ
れ
ぞ
れ
致

令
で
定
め
る
率
以
上
の
率
で
剖
時
計
算
し
た
割
増
賃
金
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
延
長
し
て
労
働
さ
せ
た
時
衡
が 

4

筏
月
に
つ
い
て

六
十
時
簡
を
越
え
た
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
超
え
た
待
問
問
の
労
働
に
つ
い
て
は
、
吋
簿
登
巾
の
労
働
時
間
の
賃
金
の
計
算
総
の
一
点
制
以
上
の
率
で
計
轍
砕
し

た
制
問
潟
貧
血
討
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

腕町後
附
刑
地
鳴
が
、
滋
絞
務
淡
援
に
、
労
働
者
の
別
刷
府
γ
数
マ
畑
腕
織
す
る
労
働
総
合
が
あ
る
と
き
は
そ
の
労
働
組
合
、
労
働
殺
の
滋
半
数
で
総
織
す
る
労
協
欄
紋

餓
符
に
対
し
て
、
当
務
総
務
賃
金
の
支
払
に
代
え
て
、
議
砂
市
の
労
働
時
間
の
賃
金
が
支
払
わ
れ
る
休
暇
〈
第
一
一
一
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
有
給
休
暇
を
臨
怖

く
。
)
を
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ツ
与
え
る
こ
と
を
定
め
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
労
働
者
が
当
該
体
緩
を
取
得
し
た
と
き
は
、
当
該

労
働
者
の
同
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
時
間
を
超
え
た
湾
問
問
の
労
働
の
う
ち
当
該
取
得
し
た
休
般
に
対
応
す
る
も
の
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
ゐ
る

待
関
の
労
働
に
つ
い
て
は
、
問
問
帝
慌
た
だ
し
脊
の
規
定
に
よ
る
溺
矯
賃
金
を
支
払
う
こ
と
を
婆
し
な
い
。

(
療
養
補
償
}

第
七
十
一
九
条
労
働
殺
が
盛
況
務
上
負
傷
し
、 

X
は
淡
約
に
か
か
っ
た
綴 
げ
に
お
い
て
は
、
後
期
間
殺
は
、
そ
の
後
般
で
必
療
な
蜘
獄
後
念
行
い
、
又
は
必
淡
な

A

梢
概
弛
恨
の
疑
問 
m
念
品
邦
銀
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2
4
溺
綴
に
酬
怒
泌
す
る
幾
務
上 
mw
耐
杭
州
桝
及
び
線
描
惜
の
総
殴
は
、
脚
部
俊
労
働
省
令
で
定
め
る
。

〈
比
伸
時
知
拙
刑
蹴
倒
)

第
七
十
六
条
労
働
者
が
前
条
の
裁
定
に
よ
る
療
養
の
た
め
、
労
働
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
に
賃
金
を
受
け
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、
使
用
者
は
、

市
刀
臨
機
者
の
療
養
中
平
均
賃
金 
mw
否
分
の
六
十
の
休
業
譲
僕
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2
使
用
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
休
業
補
償
を
行
っ
て
い
る
労
働
者
と
同
一
の
事
業
場
に
お
け
る
同
種
の
労
働
者
に
対
し
て
所
定
労
働
時
間
労
働
し

mw

た
場
合
に
支
払
わ
れ
る
遥
常 

祭
金
の
、
一
月
か
ら
一
一
一
月
ま
で
、
密
売
か
ら
六
月
ま
で
、
七
万
か
ら
九
月
ま
で
及
び
十
万
か
ら
十
て 

ま
で
の
各
区
分

に
よ
る
郷
関
〈
以
下
殴
半
期
と
い
う
。
)
ご
と
の
一
筋
肉
月
一
人
当
哲
不
均
額
〈
常
時
宙
人
中
消
滅
の
労
働
者
を
使
用
す
る
柑
帯
条
綴
に
つ
い
て
は
、
際
金
一
労

後
に
お
い
て
作
成
ナ
る
線
開
バ
紛
糾
問
統
計
に
お
け
る
当
綴
察
情
滞
緩
の
続
十
る
際
淡
に
係
る
綴
持
者
、
衣
っ
て
支
給
す
る
給
与
の
学
期
の
労
働
務
一
人
成
功

n
n

。
汐



り
の
日
縦
臨
月
一
本
柏
崎
側
畑
。
以
下
平
均
給
与
綴
と
い
う
。
)
が
、
滋
後
労
働
蝋
鳴
が
災
務
上
品
州
協
し
、
父
は
淡
時
燃
に
か
か
っ
た
日
の
燃
す
る
学
に
お
け
る

一
平
均
給
与
綴
の
滋
分
の
お
一
一
十
念
こ
え
、 

〈
神
仙
存
分
の
八
十
投
下
る
に
誠
お
っ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
使
用
者
は
、
そ
の
た
奔
し
又
は
低
下
し
た
比
率
に

応
じ
て
、
そ
の
上
奔
し
又
は
低
下
す
る
に
経
っ
た
附
間
半
期
の
次
の
次
の
阪
学
類
に
お
い
て
、
前
壌
の
絹
脳
内
え
に
よ
ち
当
該
労
働
宥
に
対
し
て
行
っ
て
い
る

A
P

休
業
補
償
の
綴
を
改
訂
し
、
そ
の
改
訂
を
し
た
耐
間
半
期
に
属
す
る
最
初
の
廷
か
ら
改
訂
さ
れ
た
額
に
よ
号
休
業
機
償
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
包
改

訂
後
の
休
業
機
後
の
額
の
改
訂
に
つ
い
て
も
こ
れ
に
準
ず
る
。

3

前
項
の
規
定
に
よ
ち
難
い
場
合
に
お
け
る
改
訂
の
方
法
そ
の
他
間
疫
の
制
規
定
に
よ
る
改
訂
に
つ
い
て
必
妥
な
也
事
療
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
。

(
障
害
補
償
)

第
七
十
七
条
労
働
品
慣
が
構
成
務 

負
傷
し
、
又
は
疾
病
に
か
か
り
、
治
っ
た
機
分
に
お
い
て
、
そ
の
身
体
に
際
燃
料
が
彩
す
る
と
舎
は
、
使
関
用
品
鳴
は
、
そ
の

脇
陣
畿
の
制
僻
昨
肌
に
応
じ
て
、
本
物
後 

慨
に
例
制
概
第
一
一
に
緩
め
る
約
数
必
然
じ
て
得
た
金
制
徽
の
隊
機
蛾
制
機
徐
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

〈
ル
悼
淡
術
後
及
び
附
陣
柳
時
楠
側
掛
摘
の
例
外
〉

然
七
十
八
条
労
織
品
告
が
象
品
人
な
溺
火
に
よ
っ
て
業
務
上
余
前
摘
し
、
又
は
疾
病
に
か
か
り
、
民
つ
使
用
者
が
そ
の
過
失
に
つ
い
て
行
政
官
同
庁
の
認
定
を
受

k

け
た
場
合
に
お
い
て
は
、
休
業
補
償
又
は
陣
審
議
後
を
行
わ
な
く
て
も
よ
い
。

(
遺
族
補
償
)

A

第
七
十
九
条
労
働
者
が
業
務
上
死
亡
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
使
用
者
は
、
遺
族
に
対
し
て
、
平
均
賃
金
の 

分
の
遺
政
補
償
を
行
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

V

〈
葬
祭
料
〉

第
八
十
条
労
働
桝
怖
が
輪
銅
務
上
死
亡
し
た
機
会
に
お
い
て
は
、
後
悶
川
校
時
川
、
終
的
術
令
行
う
翁
に
対
し
て
、
思
均
崎
純
金 

六
十
日
分
の
務
執
問
料
金
支
お
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

{
打
切
補
綴
}

第
八
十
条
第
七
十
五
条
の
規
定
に
よ
っ
て
検
僚
を
受
け
る
労
働
者
が
、
療
養
間
開
始
後
一
二
年
を
経
過
し
て
も
負
傷
又
は
疾
病
が
な
お
ら
な
い
場
合
に
お

い
て
は
、
使
用
者
は
、
平
均
賃
金
の
千
二
百
日
分
の
打
開
皆
様
償
を
行
い
、
そ
の
後
は
こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
る
補
償
を
行
わ
な
く
て
も
よ
い

(
分
割
補
償
)

第
八
十
二
条
使
用
者
同
体
、
支
払
能
力
の
あ
る
こ
と
を
疑
問
明
し
、
補
償
校
受
け
る
べ
き
容
の
伺
窓
を
得
た
場
合
に
お
い
て
は
、
第
七
十
七
象 

は
第
七
十

九
条
の
規
定
に
よ
る
綴
静
械
に
替
え
、
平
均
賛
金
に
附
加
申
病
第
一
一
一
に
定
め
る
日
数
也
峨
依
然
じ
て
欄
げ
た
ム
税
制
酬
な
、
六
年
に
わ
た
り
緩
ん
ヰ
繍
倣
十
る
こ
と
が
で
念
る

〈
篠
崎
附
身
受
け
る
機
刷
刊
〉

然
八
十
一
一
一
条
術
倹
を
受
け
る
拙
地
利
凶
跡
、
労
働
者
の
返
織
に
よ
っ
て
変
更
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

2

総
俄
会
受
け
る
権
利
は
、
こ
れ
を
譲
渡
し
、
又
は
品
蒸
し
拙
押
え
て
は
な
ら
な
い
。

〈
抽
出
の
法
律
と
の
関
係
)

第
八
十
四
条
こ
の
法
律
に
緩
定
す
る
災
害
補
償
の
事
由
に
つ
い
て
、
労
働
者
災
審
議
後
保
険
法
(
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
五
十
分
) 
又
は
厚
生
労
働
省

で
指
定
す
る
法
令
に
官
邸
づ
い
て
こ
の
法
律
の
災
害
時
備
後
に
籾
山
ー
す
る
給
付
が
行
な
わ
れ
る
べ
会
も
の
で
あ
る
援
会
に
お
い
て
は
、

後
間
出
稼
は
、
補
償 

Z
T
R

mw

X
c
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の
災
後
免
れ
る
α 

2

関
川
…
の
い
郡
山
聞
に
つ
い
て
は
、

そ
の
側
蛸
酬
の

淡
に
お
い
て
民
法
に
よ
る
領
容
賠

O
償
の
資
を
免
れ
る
。

U
W

(
審
査
及
び
伶
裁
)

第
八
十
五
条
業
務
上
の
負
傷
、
疾
病
又
は
死
亡
の
認
定
、
療
養
の
方
法
、
補
償
金
額
の
決
定
そ
の
他
補
償
の
実
施
に

し
て
異
議
の
あ
る
者

行
政

官
庁
に
叫
別
し
て
、
審
盗
又
は
事
件
の
伶
裁
を
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
宮
る
。

2

行
級
官
庁
は
、
必
削
択
が
あ
る
と
認
め
る
緩
ん
口
に
お
い
て
は
、
験
機
マ
殺
気
又
は
家
計
け
の
伶
総
離
島
ー
す
る
こ
と
が
マ
会
る
硲

3

第
一
出
慌
の
綴
総
に
よ
り
蝋
念
資
殺
し
く
は
品
作
綿
織
の
附
立
て
が
あ
っ
た
務
体
又
は
紛
悩
恨
の
綴
笈
に
よ
り
行
政
官
悶
げ
が
級
交
務
し
く
は
仲
銭
安

品
関
し
た
務

件
に
つ
い
て
災
家
訴
訟
が
後
起
点
切
れ
た
と
舎
は
、
行
政
官
悶
庁
仲
川
、
山
即
時
務
世
帯
件
に
つ
い
て
は
、
答
申
笈
又
は
仲
裁
殺
し
な
い
。

4

行
政
官
悶
庁
は
、
審
議 
V
A

は
仲
裁
の
た
め
に
必
要
で
あ
る
と
認
め
る
場
合
に
お
い
て
は
、
医
師
陣
に
診
断 

は
検
出
柴
を
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

5

第
一
項
の
舗
網
定
に
よ
る
審
査
又
は
仲
裁
の
申
立
て
及
び
第
二
壌
の
規
定
に
よ
る
審
査
又
は
仲
裁
の
開
始
は
、
持
品
加
の
中
断
に
関
し
て
は
、
こ
れ
を
裁

判
土
の
議
求
と
み
な
す
。

第
八
十
六
条
務
条
の
鋭
定
に
よ
る
饗
査
及
び
仲
裁
の
結
果
に
不
懸
の
あ
る
者
は
、
労
働
者
災
察
緩
償
保
険
審
変
官
の
経
痛 

は
仲
裁
受
取
し
作
品
て
る
こ

と
が
で
き
る
α

記
飾
北
別
筋
三
哨
慌
の
綴
怨
は
、
紛
附
怖
の
綴
総
に
よ
れ
ツ
悌
官
官
悠 

〈
は
品
開
畿
の
出
甲
山
以
て
が
あ
っ
た
機
会
に
、
こ
れ
た
撒
中
間 

ナ
る
。

〈
繍
附
品
同
前
哨
幾
何
い
棚
機
ず
る
例
外
)

第
八
十
七
条
一
淳
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
業
が
数
次
の
誇
負
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
災
害
被
僚
に
つ
い
て
は
、
そ
の
元
議
会
人
を
使

用
者
と
み
な
す
。

2

前
項
の
場
合
、
一
元
諸
島
何
人
が
書
面
に
よ
る
契
約
で
下
請
負
人
に
綴
崎
闘
を
間
引
き
受
け
さ
せ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
一
「
務
負
人
も
ま
た
使
関
用
者
と
す

佼
附
m
滋
は
、
こ
の
品
協
蜘
怖
に
よ
る
機
緩
や
い
行
っ
た
場
合
に
お
い
て
は
、

V

る
。
但
し
、
二
以
上
の
下
請
負
人
に
、
問
問
一
の
事
業
に
つ
い
て
議
官
概
し
て
補
償
合
引
き
受
け
窓
せ
で
は
な
ら
な
い
。


3

前
演
の
場
合
、
即
売
繍
納
品
川
人
が
補
脚
酬
の
綴
求
授
受
け
た
場
合
に
お
い
て
は
、
補
償
役
引
会
受
け
た
下
線
級
人
に
叫
別
し
て
、
家
づ
徽
佼
ナ
ベ
脅
こ
と
役
務


ゆ
吊
ム
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
そ
の
下
総
負
人
が
倣
後
添
付
桝
紛
糾
附
の
決
定
後
受
け
、 

徐
行
方
が
知
れ
な
い
機
会
に
お
い
て
は
、
こ
の
際
容
で
な


き 

(
機
償
に
隠
す
る
線
開
問
〉


第
八
十
八
条
こ
の
撃
に
定
め
る
も
の
の
外
、

補
償
に
関
す
る
細
巨
は
、

厚
生
労
働
省
令
で
定
ぬ
る
。
 

地
方
公
営
企
業
法

(
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
-
一
ド
同
九
十
三
号
)

(抄〉

〈
抽
閣
の
治
体
仰
の
滋
附
加
除
外
線
〉

V
A

第
三
十
九
品
川
公
議
機
長
に
つ
い
て
は
、
綴
方
公
務
員
法
第
五
糸
、
第
品
開
(
務
調
項
第
六
号
、
第
三
攻
及
び
第
五
項
‘
投
機
く
。
)
、
第
十
四
条
第
‘
一
項

、
第
二
十
三
条
か
ら
第
二
十
六
条
の
一
一
一
ま
で
、
第
一
一
十
六
条
の
五
第
三
夜
、
第
三
十
七
条
、
第
三
十
九
条
第
四
項
、
第
条
第
二
項
、
第
間
四
六
条

X

m

A
X

岬噌

ム
ll

A



号
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
勤
務
の
形
態
(
一
般
掛
械
の
織
内
闘
の
勤
務
臨
時
間
、
体
側
昭
悦
V

に
関
す
る
法
律
{
平
成
六
年
持
保
持
押
第
三
十
一
一
一
品
勺
〉
然
六
条
の
規
定
の

治
問
m

か
ら
第
四
十
九
条
ま
で
、
第
五
十
二
条
か
ら
第
五
十
六
条
ま
で
及
び
第
五
十
八
条
(
同
条
第
三
務
労
働
基
準
法
第
十
四
条
第
一
一
綴
及
び
第
三
一
喚
に
係

る
都
分
並
び
に
同
法
第
七
十
五
条
か
ら
第
八
十
八
条
ま
で
及
び
船
員
法
第
八
十
九
象
か
ら
第
九
十
六
条
ま
で
に
係
る
線
分
門
地
方
公
務
隅
阿
災
後
繍
俊
一
体
拙

A
H 〈

昭
和
関
十
一
一
年
法
晶
体
策
府
間
二
十
一
惨
〉
第
一
一
条
緋
綿
一
時
引
に
線
総
す
る
琳
鳴
に
滋
潟
大
同
れ
る
機
会
に
絞
る
。
〉
点
化
除
く
。
〉
、
地
嶋
中
点
公
務
関
の
育
児
休
淡

燃
ザ
に
関
ナ
る
仲
間
像
〈
彩
、
成
一
一
一
修
仲
間
仲
体
策
夜
十
分
〉
然
湖
北
期
第
一
一
税
、
第
七
品
開
、
第
八
糸
、
第
十
間
開
条
、
第
十
ヌ
条
及
び
第
十
九
条
、
地
方
公
共
印
刷
体
の

。
i

一
般
臓
の 
wm
綴
付
研
究
開
民
の
燥
用
等
に
隠
す
る
法
律
{
平
成
十
二
年
法
徐
第
五
十
一
号
)
第
六
条
波
ぴ
に
行
瀬
不
服
務
査
法
〈
郡
昭
和
一
一
一
十
七
年
法
律
第

百
六
十
号
)
め
相
腕
申
立
は
、
適 

し
な
い
。 

2

略 

m

地

方

独

立

持

政

法

人

法

平

成

十

五

年

法

然

第

断

十

八

口

さ

〈紗〉

〈
職
員
に
係
る
他
の
法
律
の
適
用
除
外
等
)

第
五
十
三
条
次
に
掲
げ
る
法
律
の
規
定
は
、

mw

3

企
業
職
員
に
対
す
る
地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
第
十
条
第
一
頃
及
び
第
十
七
条
の
笈
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
問
夜
中
吋
次
の
各

を
受
け
る
関
家
公
務
災
と
問
問
機
の
齢
期
務
の
形
慾
に
よ
っ
て
効
韓
併
す
る
機
災
以
外
の
機
悶
胤
に
み
つ
て
は
、
州
刑
…
ふ
珍
に
欄
間
げ
る
鮎
籾
紘
仇
の
掛
川
嶋
鰍
〉
い
と
あ

る
の
は
「
ヤ
品
分 

…
備
総
務
終
附
附
〈
滋
絞
機
関
践
の
…
滋
剣
山
吋
た
り
の
滋
殺
の
数
時
紛
糾
吋
州
側
〈
以
下
こ
の
様
に
お
い
て
「
週
間
勤
務
時
開
制
い
と
い
う
。
〉
に
双

m

の
}
な
枇 

じ
て
相
符
た
隣
吋
僚
に
繍
数 

開
制
柑
(
五
分
受
品
取
小
の
削
巾
枚
と
し
、
こ
れ
に
満
た
な
い
減
数
を
切
り
上
げ
る
こ
と
安
い
う
。
以
下
こ
の
墳
に
お
い

て
同
じ
。
〉
を
行
っ
て
得
た
時
間
聞
を
い
う
。
)
に
二
を
乗
じ
て
得
た
砕
吋
燃
に
十
八
万
の
一
勤
務
時
間
〈
潤
組
問
問
勤
務
時
間
同
に
十
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
時
践

M

に
端
数
処
理
を
行
っ
て
得
た
時
間
を
い
う
。
)
を
知
加
え
た
待
聞
か
ら
八
分
の
一
勤
務
待
問
(
遣
問
勤
務
袴
街
に
八
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
時
間
に
端
数

処
理
を
行
っ
て
得
た
臨
時
間
闘
を
い
う
。
)
に
五
を
乗
じ
て
得
た
時
閉
ま
で
の
借
料
開
邸
内
の
時
間
と
な
る
よ
う
に
地
方
公
営
企
業
の
管
怒
卓
也
が
定
め
る
勤
務
の

形
態
」
と
、
民
法
第
十
七
条
中
「
第
十
一
一
一
条
か
ら
前
条
ま
で
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
一
一
一
条
及
び
隣
条
」
と
ナ
る
。

4

腕
時 

特
定

方
独
立
行
政
法
人
の
務
員
(
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
単
に

「
職
員
」

と
い 
ヲ
。
}

に
は
適
用
し
な

、bv一 
ニ

〈

略

)

一
一
一
綴
方
公
務
開
闘
の
資
先
体
搬
無
線
に
関
す
る
級
品
梯

{
平
成
一
ニ
伴
朴
出
掛
神
第
阪

分
)
鰍
離
脱
品
部
繁
一
…
様
、
輸
鱒
・
配 

剤
、
相
蹄
八
品
川
、
綴
十
郎
糸
、
第
十
五
一
条
及
び

第
十
九
条
の
綴
慾

2
3
4

帥
附 

5

職
員
に
関
ず
る
泌
か
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
す
る
法
体
第
二
条
第
一
一
攻
、
第
三
条
第
二
夜
、
第
五
条
第
二
夜
、
第
十
条
第
一
夜
及
び
第
二
項
、

第
十
七
条
並
び
に
第
十
八
条
第
三
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
法
第
二
条
第
一
項
中
「
条
例
で
定
め
る
職
員
」
と
あ
る
の
は
「
設
立
団
体
(
地

方
独
立
行
政
法
人
法
(
一
平
成
十
五
年
法
律
第
吉
十
八
号
)
第
六
条
第
三
官
慌
に
相
続
定
す
る
設
立
団
体
を
い
う
。
以
下
向
じ
。
〉
の
条
例
で
定
め
る
職
員
」

M
A

h

12 -



SO

後
期

と
、
「
、
条
」
と
あ
る
の
は
「
、
殺
玄
関
出
体
の
条
例
」
と
、
法
第
三
条
第
二
攻
及
び
第
五
条
第
二
項
中
「
条
例
」
と
あ
る
の
は
「
設
立
国
凶
俸
の
条

例
」
と
、
民
法
第
十
条
第
一
項
中
「
条
例
」
と
あ
る
の
は
「
設
立
図
俸
の
条
例
」
と
、
「
次 

各
号
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
勤
務
の
形
態
(
一
絞
殺
の

職
員
の
勤
務
持
潟
、
休
暇
等
に
関
す
る
法
律
(
平
成
六
年
法
律
第
三
十
一
ニ
号
)
第
六
条
の
綴
定
の
遊
間
用
を
受
け
る
混
家
公
務
員
と
同
様
の
勤
務
の
彩
緩

に
よ
っ
て
勤
務
す
る
職
員
以
外
の
総
長
に
あ
っ
て
は
、
第
五
ひ
に
田
博
げ
る
劾
務
の
形
餓
)
」
と
あ
る
の
は
「
滋
絞
殺
震
の
一
巡
関
当
た
り
の
滋
徴
的
町
勤

務
時
間
同
に
ご
八
万
の
一
を
采
じ
て
朝
刊
た
防
総
か
ら
浅
該
職
員
の
…
端
組
側
関
車
問
た
り
の
溺
常
の
勤
務
時
吋
織
に
八
分
の
双
殺
粂
じ
て
得
た
臨
吋
附
問
中
山
帆
マ
の
総
糊
閉
山
内
の

時
間
と
な
る
よ
う
に
処
方
州
側
品
以
行
船
帆
飾
部
入
品
偶
然
二
条
第
二
綴
に
綴
だ
ナ
る
枇
付
従
地
方
制
制
品
以
ん
ね
時
帆
仲
間
人
の
線
機
長
が
絞
め
る
幅
縮
減
の
形
餓
い
と
、
州
開
条
第

mw

二
閣
制
及
び
防
総
務
ふ
i
a
r
u
A
m
中
吋
条
例
い
と
あ
る
の
は
「
役
立
滋
ル
悔
の
条
例
」
と
、
同
品
川
中
毒
「
掛
照
ト
コ
ム
ホ
か
ら
的
条
ま
で
」
と
あ
る
の
は
「
第
ト
一
一
一
条
及

び
前
品
開
〕
と
、
湾
総
第
十
八
条
第
三
世
世
中
吋
条
例
」
と
あ
る
の
は
「
設
立
間
体
の
条
例
と
す
る
。

耐
附 

地

方

公

営

企

業

等

の

労

働

濡

認

に

寵

す

る

法

律

(

昭

和

二

十

七

日

作

法

律

第

三

何

人

十

九

分

)

附
則
附 

V
V

〈品
 

{
抄
)

O 1
1
4

絡

5
地
方
公
務
以
胤
法
第
五
ト
七
条
に
綴
定
す
る
単
純
な
労
務
に

地
方
公
常
企
業
の
縁
側
怨
者
」
と
あ
る
の
は
「
後
命
権
者
(
-
幾
絞
殺
受
け
て
晶
体

も
の
に
係
る
労
脇
灘
間
関
係
そ
の
他
身
分
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
そ
の
労
臨
機
関
縄
問
椋
そ
の
他
身
分
取
扱
い
に
関
し
特
別
の
法
律
が
判
明
定
施
行
さ
れ
る
ま
で
の
縄
問

は
、
こ
の
法
律
(
第
十
七
条
を
除
く
。
)
及
び
地
方
公
営
企
業
法
第
三
十
七
条
か
ら
第
三
十
九
条
ま
で
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

法
第
三
十
九
条
第
一
一
夜
中
「
第
四
十
九
条
ま
で
、
第
五
十
一
条
か
ら
第
五
ト
六
条
ま
で
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
九
条
ま
で
」
と
、
向
条
第
一
一
一
項

機
を
行
う
殺
な
時
怖
く
。
}
い
と
読
み
榔
甘
え
る
も
の
と
す
る
。

A
m

地
方
公
務
議
災
山
積
一
補
償
法
露
払
相
続
十
一
一
修
一
法
像
祭
後
二
十
一
札
口
〉

(抄〉

{
定
義
)

第
二
条
こ
の
法
律
で
「
殺
員
」
と
は
、
次
に
帽
掲
げ
る
者
を
い
う
。

2
1
U m

8

一
常
時
勤
務
に
駁
す
る
こ
と
を
要
す
る
地
方
公
務
員
〔
常
時
勤
務
に
綴
す
る
こ
と
を
姿
し
な
い
抽
地
方
公
務
員
の
う
ち
そ
の
勤
務
形
態
が
常
時
勤
務
に

ナ
る
こ
と
を
察
す
る
総
ぶ
公
務
員
に
準
ず
る
者
で
政
令
で
定
め
る
も
の
そ
合

b
o
)

二
一
一
般
地
中
刀
獄
中
広
行
後
法
人
(
地
方
独
占
品
行
政
総
人
法
〈
平
成
十
以
都
小
持
部
品
悌
第
ヤ
約
十
八
分
〉
策
去
十
…

ぅ
。
以
下
関
じ
。
〉
の
役
蹴
胤
〈
閃
法
務
十
二
糸
〉
に
綴
絞
ず
る
役
悶
胤
司
ぞ
い
う
。
第
六
十
九
品
川
に
お
い
て
煎
じ
の
〉
及
び
一
般
処
方
独
占
品
行
政
法
人
に

れ
る
殺
で
、
一
般
地
方
州
制
点
行
攻
法
人
か
ら
給
与
命
受
け
る
も
の
の
う
ち
常
時
勤
務
す
る
こ
と
そ
出
世
す
る
者
(
常
持
勤
務
す
る
こ
と
凌
裂
し

な
い
者
の
う
ち
そ
の
齢
期
務
形
織
が
常
時
勤
務
す
る
こ
と
を
要
す
る
者
に
準
ず
る
者
で
政
令
で
定
め
る
も
の
を
含
む
。
)

に
細
別
総
す
る
一
一
般
地
嶋
中 
β

州
側
双
山
行
政
仲
間
人
会
い

a
A
m

略

a

一
展
開
m
さ
れ
る
一
般
職
に
阻
腕
す
る
地
地
方
公
務
員
で
あ
っ
て
、
第
百
一
条
第
四
号
の
職
員
以
外
の

。。

畠 

守
1



O 


公

立

の

義

務

教

育

語

学

校

等

の

教

育

議

員

の

給

与

等

に

寵

す

る

特

別

措

霊

法

〈
教
脊
織
内
討
に
隠
す
る
続
緋
え
〉

(
間
附
お

十
六
年
法
様
策

七 
H
V
)

(
抄
}

第
五
一
条
叫
税
務
総
ぬ
に
つ
い
て
は
、
嶋
崎
方
公
務
険
法
第
五
一
条
第
一
一
一
機
本
文
や
ぺ
樹
畑
一
一
糸
、
い
と
あ
る
の
は
ぷ
断
…
一
一
十
三
条
第
一
一
一
後
冷
吋
抑
制
公
務
の
務

O 
楽
〈
削
制
緩
第
一
一 

掲
げ
る
感
慨
燃
や
〕
除
く
。
〉
」
と
あ
る
の
は
「
削
例
祭
第
一
第
十
二
分
に
掲
げ
る
事
議
い
と
、
「
労
働
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
い
と
あ
る

w
h

七
条
」
と
、
「
第
五
十
三
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
三
条
第
一
項
、
第
六
十
六
条
(
船
員
法
第
八
十
八
条
の
こ
の
こ
第
三
項
及
び
第
八
十
八

条
の
一
一
一
第
沼
市
慣
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
設
含 

。
}
」
と
、
吋
規
定
は
」
と
あ
る
の
は
「
規
定
(
船
員
法
第
七
十
三
条
の
規
定
に
議
づ
く
命
令
の
規

出

家

公

務

員

の

育

児

休

業

等

に

関

す

る

総

律

〈

平

成

一

一

一

年

主

体

第

百

九

(
育
児
短
時

品
期
務
職
員
に
つ
い
て
の
給
与
法
の
特
例
)

第

十

六

条

育

短
待
問
勤
務
磯
良
に
つ
い
て
の
給
与
法
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、

げ
る
字
句
時
跡
、

そ
れ
ぞ
れ
凶
衰
の
下
綴
に
潟
げ
る
字
句
と
す
る
。

b

の

は

ぷ
N
徽
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
公
務
員
の
健
康
及
び
一
給
制
粧
を
筈
し
な
い
よ
う
に
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
読
み

替
え
て
需
阿
部
棋
の
綴
定
を
適
用
す
る
ち
の
と
し
、
同
法
第
二
条
、
」
と
、
「
第
三
十
二
条
の
五
ま
で
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
二
条
の
五
ま
で
、
第
三
十

定
中
間
法
第
六
六
条
に
係
る
も
の
役
会
む
。
)
は
い
と
緩
み
斡
甘
え
て
問
項
の
細
川
俊
そ
滋
問
問
十
る
も
の
と
す
る
@

〈
抄
)

mZ

調革

第
六
品
加
の

綴
八
条
第
三
雨
明
、

然
組
閣
制
、


緩
及
び
綴
入
閣
制


第
八
条
第
十
二
部
制


第
九
条
の
二
第
期
間
夜
、
第
十
七
条


及
び
第
十
九
条
の
三
第
一
項


第
十
二
条
第
二
雨
明
第
二
号


一
第
十
六
条
第
一
級

と
す
る

体
仇
ゆ
此
ナ
る

と
す
る

齢
期
薮
待
問
法

再
径
回
向
短
時
間
勤
務
級
品
腕

山
米
帥
和
す
る

次
の
表
の
上
欄
に
轍
掲
げ
る
給
与
法
の
規
定
。

衰
の
中
欄
に
仰
向

に
、
間
出
家
公
務
時
以
の
育
児
休
既
成
等
に
燃
す
る
法
晶
体
(
市
ず
淡
ニ
一
年
法
徐


第
百
九
号
。
以
下
「
育
児
休
業
法
」
と
い
う
。
)
第
十
七
条
の
規
定


に
よ
れ
ツ
読
み
替
え
ら
れ
た
勤
務
待
問
法
第
五
条
第
一
項
た
だ
し
書
の


規
定
に
よ
ち
定
め
ら
れ
た
そ
の
者
の
勤
務
時
聞
を
開
催
制
本
文
に
規
定


す
る
勤
務
待
問
で
除
し
て
得
た
数
(
以
下
吋
算
出
申
ゆ
い
と
い
う
。
)


品
依
然
じ
て
終
た
蜘
酬
と
す
る


他
仇
ゆ
此
十
る
も
の
と
し
、
そ
の
嚇
唱
の
品 

総
悶
片
側
酬
は
、
そ
の
嚇
惜
の
焚
け
る


珍
僚
に
応
じ
た
側
酬
に
、
算
出
掛
都
を
乗
じ
て
符
た
綴
と
す
る


に
、
雰
山
川
率
を
乗
じ
て
得
た
綴
と
す
る


育
児
休
業
法
第
十
七
条
の
規
定
に
よ
哲
読
み
替
え
ら
れ
た
勤
務
時
間


法
育
児
休
業
法
第
十
三
条
第
一
嘆
に
規
定
す
る
育
児
何
随
時
間
関
勤
務
な
し


て
い
る
織
政
側
(
以
下
ぷ
開
児
…
線
終
開
問
齢
制
緩
験
陥
闘
い
と
い
う
。
〉


災
給
す
る
。
た
だ
し
、
資
山
邦
制
概
略
吋
総
数
務
戦
闘
闘
が
、
然
好
に
掲
げ
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